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米
国
ベ
イ
ル
町
と
の
交
流
復
活
に
３
０
０
万
円

燃料購入補助券は10月中に全世帯へ交付燃料購入補助券は10月中に全世帯へ交付

補正総額 １億4853万円
令和５年度一般会計補正予算

　

第
４
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
22
日

ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
側
よ
り
４
年
度
一
般
財
団
法
人
山
ノ
内
町
総

合
開
発
公
社
事
業
及
び
決
算
の
報
告
１
件
、
５
年

度
一
般
会
計
ほ
か
補
正
予
算
２
件
、
４
年
度
決
算

認
定
７
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
山
ノ
内
町

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
受
理
・
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

原油高騰　燃料購入補助券１万円を
５０００世帯に交付
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…
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45

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

４
８
５
３
万
円
を
追
加
し
て
総

額
を
76
億
４
３
７
９
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
主
な
補
正
は
、
燃
料

購
入
補
助
券
１
万
円
、
所
得
割

非
課
税
世
帯
な
ど
に
２
万
円
を

10
月
中
に
支
給
し
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
ベ
イ
ル
町
国
際
交

流
復
活
の
視
察
研
修
、
英
語
に

慣
れ
親
し
む
英
語
教
育
Ａ
Ｌ
Ｔ

強
化
、
地
域
活
性
化
起
業
人
の

採
用
に
よ
り
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

環
境
づ
く
り
な
ど
に
対
応
す
る

も
の
で
す
。

［
歳
入
の
主
な
も
の
］

普
通
交
付
税

　
　
　
　
１
億
７
５
９
０
万
円

総
務
費
国
庫
補
助
金

　
　
　
　
　
　
５
０
３
６
万
円

民
生
費
県
補
助
金
等

　
　
　
　
　
　
１
７
８
０
万
円

減
債
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
　
▲
１
億
円

［
歳
出
の
主
な
も
の
］

燃
料
購
入
補
助
券　

（
１
万
円
×
５
０
０
０
世
帯
） 

　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
万
円

価
格
高
騰
所
得
割
非
課
税
世
帯

支
援
金

（
２
万
円
×
６
０
０
世
帯
）　

　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
万
円

農
産
物
等
災
害
対
策
事
業
補
助

金　
　
　
　
　
　
３
２
６
万
円

道
路
・
側
溝
修
繕
工
事

　
　
　
　
　
　
１
３
０
０
万
円

国
際
理
解
教
育
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
３
６
１
万
円

　
外
国
語
指
導
助
手
１
人
小
学

校
へ
増
員
す
る
も
の
で
す
。

地
域
活
性
化
起
業
人

　
（
保
健
体
育
等
担
当
１
人
）

　
　
　
　
　
　
　
３
８
０
万
円

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
ク
ラ

ブ
を
創
設
す
る
た
め
、
専
門
員

を
１
人
採
用
す
る
も
の
で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
費

　

議
会
費　
　
　
１
０
０
万
円

　

友
好
交
流
費　
２
０
０
万
円

　
ベ
イ
ル
町
国
際
視
察
に
か
か

わ
る
も
の
で
す
。

佐
野
遺
跡
測
量
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
▲
４
５
０
万
円
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審議議案と議員の賛否 令和 5年第４回定例会公開します

報告報告
　
観
光
ク
ー
ポ
ン
（
信
州
割
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
）
事
業
が
地
域
限
定
の

「
県
民
割
」
か
ら
全
国
を
対
象
と
し

た
「
全
国
旅
行
支
援
」
へ
拡
大
展
開

さ
れ
た
こ
と
や
、
善
光
寺
御
開
帳
の

効
果
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

わ
ら
ず
回
復
を
見
せ
ま
し
た
。

町
総
合
開
発
公
社
の

　
　
　

４
年
度
事
業
及
び
決
算

２
０
５
０
年
　
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

山
ノ
内
町

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

上程議案　賛成：○　反対：●　欠席：欠
全賛…全員賛成で可決・承認・認定・採択・同意
賛多…賛成多数で可決・承認・認定・採択・同意
賛少…賛成少数で否決・不承認・不認定・不採択
　　　・不同意

結　
　
果

小　
田　
孝　
志

畔　
上　
恵　
子

小　
林　
　
　
仁

志　
鷹　
慎　
吾

塚　
田　
一　
男

湯　
本　
る
り
子

山　
本　
岩　
雄

徳　
竹　
栄　
子

髙　
田　
佳　
久

渡　
辺　
正　
男

山　
本　
光　
俊

小　
林　
克　
彦

白　
鳥　
金　
次

湯　
本　
晴　
彦

令和 5 年度一般会計補正予算（第３号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和 5 年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

山ノ内町ゼロカーボンシティ宣言 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例の制定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定 賛多 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定 賛多 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

令和４年度後期高齢者医療保険特別会計歳入歳
出決算の認定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛多 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

令和４年度公共下水道事業会計決算の認定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度農業集落排水事業会計決算の認定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度水道事業会計決算の認定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

「
山
ノ
内
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
８
つ
の
行
動
方
針

●
Ｃ　
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
町
づ
く
り
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

● 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
地
域
と
し
て
生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利

活
用
の
調
和

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と
活
用
を
推
進

●
施
設
や
住
宅
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上

●
持
続
可
能
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立

●
農
業
・
林
業
の
持
続
可
能
性
の
確
保
と
適
切
な
森
林
整
備

●
廃
棄
物
の
少
排
出
社
会
の
実
現

●
環
境
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
一
層
の
充
実 利

用
者
数
と
売
上
額（
前
年
度
比
）

情
報
物
産
館（
直
売
所
含
む
）

　
21
万
１
６
８
人（
18・４
％
増
）

　
３
億
１
１
５
万
円（
28・７
％
増
）

楓
の
湯

　
７
万
２
９
０
９
人（
14・３
％
増
）

　
２
５
４
４
万
円（
17・３
％
増
）

CO2

宣言宣言Ｏ２



論戦

ズバリズバリ ここが知りたいここが知りたい
小学校１校統合問題、「町長と語る会」、長野電鉄湯田中駅、
保育園の設備と保育士の現状、町民プールの跡地利用、
インボイス制度開始対応、バウチャー制度、地域公共交通の
充実、水道施設、町の財政状況、夏まつり山ノ内どんどん、
ロマン美術館の利用傾向など

① 小林　　仁
・ロマン美術館の利用傾向について
・人口増と人口減を両方想定していくことについて
・バウチャー制度について

② 湯本るり子

・観光連盟が業務受託した、長野電鉄湯田中駅について
・マイナンバーカードと健康保険証の一体化について
・インボイス制度開始対応について
・小学校の統合問題について

③ 志鷹　慎吾 ・町民プール跡地利用について

④ 畔上　恵子
・町内保育園における保育士の現状について

・保育園内の設備改善について

⑤ 渡辺　正男

・小学校統合議論の到達点と今後の課題は
・全国学力テストの結果をどう分析するか
・地域公共交通の充実にどう取り組むか
・町の正規職員と非正規職員数の推移は

⑥ 白鳥　金次
・小学校１校統合について
・水道施設について
・イベントについて

⑦ 小田　孝志

・夏まつり山ノ内どんどんについて
・「町長と語る会」について
・町の財政状況について
・湯田中駅前のコインロッカー設置について

　９月５日、６日の２日間にわたり行われ、登壇議員は７人、傍聴者は延べ23人でした。

一般質問

　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政全般に
わたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論であることか
ら、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者1人の質問時間は25分です（答弁を含めると概ね1時間）。
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一般質問

学校外教育バウチャー制度導入の検討は
教育長―必要に応じてすすめるべきところはすすめる

　

ス
キ
ー
や
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
、
学
習
塾
や
芸
術
学
習
な

ど
学
校
教
育
以
外
で
の
教
育
環

境
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
使

途
を
よ
り
明
確
に
し
、
受
け
入

れ
側
で
な
く
利
用
者
側
に
補
助

を
行
う
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
限
り

あ
る
財
源
の
中
で
効
果
的
に
子

ど
も
た
ち
の
未
来
へ
投
資
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
当
町
に
限

ら
ず
近
隣
市
町
村
の
施
設
や
団

体
等
を
選
考
し
利
用
先
を
決
め

使
用
期
限
を
設
け
て
利
用
者
に

選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
使

途
が
不
明
に
な
る
こ
と
な
く
ご

家
庭
や
子
ど
も
達
が
夢
に
向
か

っ
て
行
く
支
援
こ
そ
が
こ
れ
か

ら
は
大
切
で
は
な
い
か
と
、
質

問
と
提
案
を
し
ま
し
た
。

質
問　

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で

よ
り
効
果
的
に
支
援
施
策
を
行

う
た
め
に
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を

模
索
し
な
い
か
。

町
長　

現
金
給
付
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
的
確
に
目
的
に
対
し

て
利
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が

最
大
の
魅
力
。
住
民
の
皆
様
に

と
っ
て
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
の
導

入
の
必
要
性
や
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
を
引
き
続
き
研
究
し
て
い

く
。

教
育
長　

例
え
ば
学
校
に
行
か

な
い
、
行
け
な
い
不
登
校
の
子

ど
も
達
が
学
校
外
で
学
ぶ
と
い

う
場
合
に
、
基
本
的
に
は
今
、

１
０
０
％
が
お
家
で
掛
か
る
経

費
を
支
出
し
て
い
る
状
況
に
対

し
て
、
世
間
一
般
で
も
バ
ウ
チ

ャ
ー
制
度
に
よ
っ
て
経
済
的
格

差
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
是
正
し
よ

う
と
す
る
議
論
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
新

し
い
支
援
の
仕
組
み
を
考
え
る

際
の
財
源
の
確
保
、
国
や
県
の

方
針
の
確
認
な
ど
を
一
つ
ひ
と

つ
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
手
順

と
し
て
は
必
要
。
た
だ
、
子
ど

も
達
の
状
況
は
待
っ
た
な
し
で

あ
る
と
承
知
し
て
い
る
の
で
、

必
要
で
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
予

算
請
求
を
し
な
が
ら
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
積
極
的
に
検
討

を
す
す
め
た
い
と
考
え
る
。

ロ
マ
ン
美
術
館
周
辺 

の
環
境
整
備
は
急
務 

で
な
い
か

質
問　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め

た
観
光
客
受
け
入
れ
に
と
っ
て

美
術
館
周
辺
の
環
境
整
備
は
ト

イ
レ
や
暖
を
と
る
待
合
施
設
も

併
せ
て
観
光
地
と
し
て
当
た
り

前
の
こ
と
で
な
い
か
と
思
い
奇

抜
な
ト
イ
レ
を
美
術
館
ゆ
か
り

の
芸
術
家
に
依
頼
し
、
イ
ン
ス

タ
映
え
を
狙
う
こ
と
な
ど
も
視

野
に
検
討
し
て
は
い
か
が
か
提

案
も
含
め
質
問
。

町
長　

仮
設
ト
イ
レ
を
５
基
置

く
が
、
待
合
室
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
の
ト
イ
レ
な
ど
も
今
後
、
大

至
急
考
え
て
い
き
た
い
。
美
術

館
ス
タ
ッ
フ
の
通
常
業
務
に
支

障
が
な
い
よ
う
、
観
光
商
工
課

か
ら
１
名
も
し
く
は
数
名
派
遣

し
て
、
観
光
案
内
や
荷
物
の
預

か
り
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
を

す
方
向
で
現
在
調
整
中
。

※学校外教育バウチャ
ー制度：学習塾や習い
事などの学校外での教
育サービスに限定して
利用することができる
クーポンです。経済的
な事情によりそれらの
教育サービスを利用で
きない子どもたちのた
めに支給します。

質
問

質
問

教
育
長

1人ひとりの子どもたちが大きくはばたいてほしい（かえで保育園運動会）

町
長

歳とってからの勉強歳とってからの勉強
の毎日。今だからでの毎日。今だからで
きるわけで後悔してきるわけで後悔して
る暇はないと自分にる暇はないと自分に
言い聞かせる。いい言い聞かせる。いい
言い訳みっけ言い訳みっけ
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一般質問

湯
田
中
駅
の
観
光
連
盟
受
託
業
務
は
大
丈
夫
か

町
長
―
現
時
点
で
対
応
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
る

質
問　

長
野
電
鉄
と
の
契
約
内

容
と
実
態
は
ど
う
か
。

観
光
商
工
課
町　

契
約
期
間
は
、

令
和
５
年
4
月
１
日
か
ら
３
年

間
と
な
っ
て
お
り
、
業
務
時
間

は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
３
６
５
日
無
休
で
対
応
。

質
問　

観
光
連
盟
は
、 

4
人

体
制
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
が

人
数
が
足
り
な
い
と
思
う
が
。

町
長　

も
っ
と
も
だ
と
思
う
。

湯
田
中
駅
の
現
状
に
つ
い
て
は

衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
観
光
地

と
し
て
終
着
地
点
の
湯
田
中
駅

が
無
人
と
は
い
か
な
い
の
で
、

観
光
連
盟
に
引
き
受
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

質
問　

時
間
外
は
、
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
使
っ
て
長
野
電
鉄
が
対

応
す
る
と
い
う
状
況
だ
が
。

観
光
商
工
課
長　

時
間
外
の
切

符
売
上
は
数
件
で
あ
っ
て
、
そ

こ
に
人
件
費
を
割
い
て
の
対
応

は
な
く
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

時
間
外
に
降
り
る
客
は
定
期
券

所
有
者
の
割
合
が
高
い
と
聞
い

て
い
る
。

質
問　

観
光
案
内
も
、
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
忙
し
そ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
を
見
た
が
。

観
光
商
工
課
長　

観
光
局
設
立

に
向
け
て
冬
シ
ー
ズ
ン
前
に
は

仮
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
案
内
業
務

も
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

と
健
康
保
険
証
の 

一
体
化
は

質
問　

7
月
25
日
の
「
信
毎
」

に
山
ノ
内
町
は
紙
の
保
険
証
で

不
都
合
が
な
い
、
保
険
証
を
廃

止
す
る
方
針
を
撤
回
す
る
べ
き

主婦の目に飛び込
むのは、またまた
値上げの秋。10
月１日から4500
品目以上の食品が
値上がり

だ
と
い
う
よ
う
な
回
答
を
し
て

い
た
。
無
保
険
を
生
ま
な
い
た

め
に
も
、
健
康
保
険
証
の
仕
組

み
を
残
す
こ
と
が
最
も
確
実
で
、

簡
素
な
対
応
で
は
な
い
か
。

町
長　

制
度
設
計
を
慎
重
に
す

す
め
て
、
不
安
定
な
部
分
を
解

消
す
る
よ
う
要
望
し
つ
つ
、
政

府
方
針
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
交
付
を
受
け
な
い
人
や

カ
ー
ド
を
取
得
し
た
が
、
保
険

証
と
し
て
紐
づ
け
な
い
被
保
険

者
に
対
し
て
は
、
資
格
確
認
書

を
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
無
保
険
扱
い
と
は
な
ら
な

い
と
理
解
し
て
い
る
。

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の 

 

開
始
対
応
は

質
問　

適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
申
請
数
は
。

町
長　

信
濃
中
野
税
務
署
に
聞

き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
国
全
体

で
登
録
件
数
３
４
２
万
件
。
登

録
申
請
書
の
提
出
件
数
が
約

３
７
０
万
件
と
公
表
し
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
詳
細
な
情
報
に
つ
い

て
は
公
表
し
て
い
な
い
。
町
内

事
業
者
の
申
請
件
数
に
つ
い
て

も
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
の
こ
と
。

質
問　

令
和
５
年
の
消
費
税
の

計
算
は
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
で
ど

う
な
る
か
。

町
長　

今
ま
で
免
税
事
業
者
で

あ
っ
て
も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
登

録
さ
れ
た
個
人
事
業
者
は
、
今

年
の
10
月
分
か
ら
12
月
分
の
課

税
売
上
高
に
つ
い
て
、
消
費
税

の
申
告
が
必
要
に
な
る
。

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

観光客でにぎわう湯田中駅の対応は大丈夫か

質
問
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湯
ゆ も と

本るり子
こ

観
光
商
工
課
長

観
光
商
工
課
長

観
光
商
工
課
長

質
問



一般質問
 

現
状
は

町
長　

跡
地
は
利
用
し
て
い
な

い
。
先
月
開
催
し
た
夏
ま
つ
り

山
ノ
内
ど
ん
ど
ん
で
は
駐
車
場

と
し
て
利
用
。

 

今
後
の
利
用
予
定
は

質
問　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
公
園

と
し
て
検
討
さ
れ
た
か
。

観
光
商
工
課
長　

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
以
外
の
利
用
方
法
を
課
内

で
模
索
。
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と

き
、
駐
車
場
が
必
要
。
当
面
は

駐
車
場
と
し
て
利
用
。

質
問　

モ
ジ
ュ
ラ
ー
パ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
施
設
等
を
検

討
し
て
は
。

　

モ
ジ
ュ
ラ
ー
と
は
パ
ー
ツ
と

い
う
意
味
。
簡
単
に
設
置
・
解

体
が
で
き
、
移
動
式
パ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
こ
と
。
パ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
と
は
、
自
転
車
や

ス
ケ
ボ
ー
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な

ど
で
楽
し
め
る
凸で

こ
ぼ
こ凹

の
コ
ブ
が

連
続
し
た
波
状
コ
ー
ス
で
、
上

級
者
に
な
れ
ば
漕
が
ず
に
、
凸

凹
の
上
下
時
の
身
体
の
重
心
移

動
や
加
重
を
使
っ
て
前
進
す
る

こ
と
が
で
き
、
ス
キ
ー
に
も
応

用
す
る
動
き
で
も
あ
る
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
あ
る
ロ
ー
ラ

ー
系
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ベ

ー
ス
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。

　

モ
ジ
ュ
ラ
ー
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
を
つ
く
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
基

礎
工
事
が
不
要
、
平
面
さ
え
あ

れ
ば
ど
こ
で
も
移
動
で
き
、
設

置
可
能
。
屋
内
の
ス
ペ
ー
ス
は

も
ち
ろ
ん
、
全
天
候
型
で
芝
生

の
上
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
、
ど
こ
で
も
設

置
す
る
こ
と
が
可
能
。
公
園
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
、
ス
キ
ー
場
、

98
会
館
な
ど
で
も
可
能
。
さ
ら

に
こ
の
施
設
が
あ
れ
ば
、
山
ノ

内
町
と
し
て
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
環
境
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体

験
を
組
み
合
わ
せ
、
教
育
旅
行

の
誘
致
が
可
能
だ
と
思
う
。
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
幅
広
い
年
齢

層
、
幅
広
い
技
術
レ
ベ
ル
で
体

験
で
き
、
自
転
車
を
使
っ
て
も

楽
し
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
教
育

旅
行
と
し
て
も
魅
力
的
に
感
じ

る
と
思
う
。
観
光
客
へ
の
ア
ピ

ー
ル
、
教
育
旅
行
の
誘
致
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

モ
ジ
ュ
ラ
ー
パ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
施
設
と
い
う
具
体
的
な

提
案
が
あ
り
、
貴
重
な
提
案
と

し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

や
ま
び
こ
広
場
全
体
の
方
向

性
を
考
え
て
い
き
た
い
。
町
全

体
の
公
園
の
整
備
、
子
ど
も
が

も
っ
と
気
軽
に
行
け
る
公
園
を

整
備
し
た
い
。
こ
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
施
設
が
山
ノ
内
町
と
し

て
有
効
か
ど
う
か
検
討
し
て
い

く
。

最
後　

今
、
町
民
の
方
々
に
少

し
で
も
早
く
豊
か
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
大
き
な
施
設
を
つ
く
る

の
で
は
な
く
、
移
動
式
の
も
の

を
施
設
に
置
く
と
い
う
形
で
、

少
し
で
も
お
客
様
が
訪
れ
る
よ

う
な
魅
力
的
な
も
の
な
ど
を
も

っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や

っ
て
ほ
し
い
。

旧町民プールエリアの跡地利用は
町長―当面は駐車場として利用

町
長

質
問

質
問

観
光
商
工
課
長

幼児～大人まで、初心
者～上級者まで、同じ
コースで楽しめるアク
ティビティ！屋内ゲー
トボール場に置くだけ
で、めっちゃ遊べて楽
しいのになぁ！

町
長

35 令和5年10月 議会だより第136号

志鷹慎吾のつぶやき

志
し た か

鷹 慎
し ん ご

吾

質
問

モジュラーパンプトラックのイメージ



一般質問

保
育
士
の
現
状
お
よ
び
保
育
園
内
の
設
備
改
善
は

質
問　

町
内
保
育
士
の
現
状
は
。

町
長　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
保
育
施
策
の

充
実
と
と
も
に
施
策
充
実
の
た

め
に
は
保
育
士
の
処
遇
改
善
も

必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

今
後
精
査
し
、
取
り
組
め
る
と

こ
ろ
か
ら
順
次
取
り
組
ん
で
い

く
。

質
問　

保
育
士
増
員
へ
の
取
り

組
み
は
。

町
長　

保
育
士
の
人
脈
を
通
じ

て
、
常
に
Ｏ
Ｂ
へ
の
働
き
か
け

は
行
っ
て
い
る
状
況
。

質
問　

処
遇
改
善
の
見
込
み
は
。

町
長　

正
規
職
員
と
の
格
差
是

正
の
た
め
、
有
資
格
者
の
会
計

年
度
職
員
に
関
し
て
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
５
年
間
で
お
お
む

ね
３
％
の
基
本
給
の
上
昇
を
め

ど
と
し
た
処
遇
改
善
を
行
っ
て

い
る
。
正
規
職
員
に
関
し
て
は
、

行
政
職
の
俸
給
表
に
基
づ
い
て

支
給
を
行
っ
て
い
る
。
国
の
人

事
院
勧
告
に
よ
る
引
き
上
げ
が

あ
れ
ば
、
反
映
さ
れ
る
状
況
。

質
問　

延
長
保
育
の
現
状
把
握

は
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

延
長
保
育
を
利
用
さ
れ

る
園
児
も
増
え
て
い
る
。
配
置

基
準
は
満
た
し
て
い
る
も
の
の
、

有
資
格
者
の
保
育
士
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
、
正
規
職
員
へ

の
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問　

病
児
保
育
の
受
け
入
れ

状
況
は
。

町
長　

場
所
的
な
問
題
と
し
て

専
用
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
り

動
線
も
他
の
児
童
と
分
け
る
必

要
が
あ
る
。
受
け
入
れ
可
能
な

時
期
の
判
断
、
医
師
の
協
力
や

看
護
師
の
配
置
等
、
課
題
が
多

い
た
め
、
現
在
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

受
け
入
れ
可
能
と
な
る
か
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

民
営
化
移
行
の
考
え
は
。

町
長　

現
状
で
は
考
え
て
い
な

い
。

質
問　

園
内
の
設
備
改
善
は
。

町
長　

職
員
用
ト
イ
レ
の
改
修

予
定
は
、
町
民
や
保
育
士
に
温

水
洗
浄
便
座
設
置
要
望
に
関
し

て
任
意
ア
ン
ケ
ー
ト
を
調
査
し

た
結
果
、
必
要
な
い
と
の
回
答

が
最
も
多
く
、
子
ど
も
に
必
要

な
と
こ
ろ
に
予
算
を
使
っ
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

質
問　

更
衣
室
の
設
置
は
。

町
長　

全
保
育
園
に
は
な
い
が
、

休
憩
室
や
空
い
て
い
る
部
屋
等

で
適
時
着
替
え
て
い
る
た
め
、

新
た
に
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

各
園
の
冷
暖
房
機
は
。

町
長　

ほ
ぼ
全
室
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
床
暖
房
の
現
状
は
１

箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

町
長
―
処
遇
改
善
も
含
め
保
育
施
設
の
充
実
に
取
り
組
む須賀川保育園　楽しいパンづくり

質
問

質
問

質
問

友人から新米が

届きました。塩

むすびで美味し

くいただきます

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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一般質問
  

小
学
校
統
合
議
論 

  

の
到
達
点
と
今
後 

  

の
課
題
は

町
長　

整
備
計
画
案
の
３
校
を

１
校
に
統
合
し
て
、
目
指
す
子

ど
も
の
姿
、
重
点
と
な
る
小
中

連
携
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
統

合
小
学
校
の
目
指
す
学
校
像
は

尊
重
し
つ
つ
も
、
統
合
の
場
所

に
つ
い
て
は
既
存
小
学
校
の
改

修
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

統
合
準
備
委
員
会
や
各

区
の
説
明
会
で
の
議
論
は
。

教
育
長　

１
校
統
合
の
必
要
性
、

統
合
の
位
置
は
中
学
校
敷
地
が

適
当
か
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

そ
の
３
つ
の
課
題
に
つ
い
て
ご

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
年
度
内

に
開
校
場
所
と
開
校
の
目
標
年

度
に
つ
い
て
示
し
た
い
。

 

寸
法
な
し
の
配
置 

 

イ
メ
ー
ジ
図

質
問　

教
育
委
員
会
は
平
成
28

年
度
に
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
、

中
学
校
の
中
に
新
小
学
校
校
舎

を
入
れ
込
ん
だ
図
面
を
作
っ
た

が
、
29
年
８
月
に
正
式
に
断
念

し
た
。「
手
狭
で
小
・
中
学
校

双
方
の
教
育
環
境
が
よ
く
な
ら

な
い
」
と
の
説
明
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
中
学
校
は
、
30
、
31
年

度
に
８
億
３
０
０
０
万
円
以
上

か
け
た
長
寿
命
化
工
事
で
、
完

全
に
整
備
済
み
に
な
っ
た
。
そ

れ
が
な
ぜ
ま
た
中
学
校
敷
地
内

に
統
合
小
学
校
な
の
か
。

教
育
次
長　

小
・
中
学
校
の
連

携
が
は
か
れ
る
と
い
う
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
が
、
今
回
の
整
備
計

画
の
根
本
的
な
基
礎
に
な
っ
て

い
る
。
国
の
設
置
基
準
で
は
、

校
舎
が
２
０
２
０
㎡
以
上
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
３
４
０
０
㎡
以
上

が
必
要
。
現
在
の
整
備
計
画
で

は
、
校
舎
面
積
は
延
床
で
約

５
０
０
０
㎡
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
３
８
０
０
㎡
を
想
定
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
基
準
は
ク
リ
ア

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
「
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
施
設
費
の
国
庫
負
担
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
」
を
も
と
に

体
育
館
の
必
要
面
積
を
計
算
す

る
と
、
１
２
５
８
㎡
に
な
る
が
、

配
置
イ
メ
ー
ジ
図
の
体
育
館
を

見
る
と
、
私
の
計
算
で
は
約
18

ｍ
四
方
し
か
な
い
。
配
置
イ
メ

ー
ジ
図
に
は
寸
法
が
な
く
、
い

か
に
も
理
想
的
な
空
間
が
入
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
２
６
０
０
㎡
程
度

し
か
な
い
。
基
準
面
積
に
達
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

懇
談
会
は
、
今
後

ま
だ
幾
つ
か
予
定
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

校
舎
の
関
係
、
敷
地
の
中
に
ど

う
い
う
配
置
を
想
定
し
て
い
る

の
か
、
図
面
含
め
て
、
面
積
、

寸
法
も
あ
わ
せ
た
資
料
を
用
意

し
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

必
要
面
積
等
に
つ
い

て
、
設
置
基
準
で
は
「
地
域
の

実
態
そ
の
他
に
よ
り
、
特
別
の

事
情
が
あ
り
、
か
つ
教
育
上
支

障
が
な
い
場
合
は
こ
の
限
り
で

な
い
」
と
あ
る
が
、
こ
ん
な
た

だ
し
書
き
の
適
用
は
絶
対
だ
め
。

ち
ゃ
ん
と
伸
び
伸
び
で
き
て
、

居
場
所
が
あ
る
、
魅
力
あ
る
学

校
を
造
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

町
長　

中
学
校
敷
地
内
で
は
、

町
の
魅
力
を
つ
く
る
こ
と
は
難

し
い
と
正
直
思
っ
て
い
る
。

統合小学校整備計画案をどう評価するか
町長―既存小学校活用も含め検討

質
問

町
長

教
育
次
長

教
育
長

小中 5 校で 1 つの
学園「にのみや学園」
（神奈川県）。施設分
離型小中一貫教育校
として今春開校。
要注目!!

質
問

質
問

質
問

町
長

37 令和5年10月 議会だより第136号
渡辺正男のつぶやき

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

教
育
次
長

グラウンドも体育館も狭すぎないか
（寸法のない配置イメージ図）



一般質問
町
長　

本
年
度
内
に
統
合
小
学

校
の
位
置
と
開
校
の
目
標
年
度

に
つ
い
て
示
し
、
整
備
計
画
が

策
定
と
な
る
次
年
度
か
ら
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計
に
着
手
す

る
こ
と
と
な
る
。
整
備
計
画
が

策
定
さ
れ
た
際
に
は
小
学
校
統

合
の
事
務
が
膨
大
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
教
育
委
員

会
内
に
学
校
教
育
係
と
は
別
に

小
学
校
統
合
を
集
中
し
て
す
す

め
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

質
問  

魅
力
あ
る
人
間
が
育
つ

学
校
が
私
は
魅
力
の
あ
る
学
校

に
な
っ
て
い
く
と
思
う
が
。

町
長　

魅
力
的
な
学
校
と
い
う

意
味
で
は
、
魅
力
的
な
人
間
が

育
つ
と
い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
、
育

ち
方
だ
と
思
う
。
今
は
多
様
性

の
時
代
な
の
で
、
様
々
な
育
ち

方
を
す
べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
が
個
人
、
一

個
人
が
魅
力
と
感
じ
る
か
ど
う

か
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う

と
思
う
。
そ
の
魅
力
あ
る
人
材

を
育
て
る
の
は
、
外
か
ら
見
た

と
き
に
、
山
ノ
内
町
の
こ
の
学

校
に
自
分
の
子
ど
も
を
通
わ
せ

た
い
と
思
う
学
校
。

　

そ
し
て
、
今
こ
れ
か
ら
の
子

育
て
世
代
の
方
々
が
、
こ
ん
な

学
校
で
、
こ
ん
な
空
間
だ
っ
た

ら
自
分
の
子
ど
も
を
通
わ
せ
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
中
身
と

空
間
を
作
れ
る
の
が
、
一
番
魅

力
的
な
学
校
で
は
な
い
か
と
、

私
は
思
う
。

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
の 
 

集
客
状
況
は

町
長　

本
年
度
町
が
実
行
委
員

会
事
務
局
と
し
て
実
施
計
画
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
４
月
の

雪
の
回
廊
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
８

月
の
志
賀
高
原
カ
レ
ッ
ジ
コ
ン

サ
ー
ト
、
９
月
の
志
賀
高
原
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
、
10
月
の
温
泉
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
開

催
を
中
止
し
、
ま
た
は
縮
小
し

て
実
施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
も

本
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
前
と
同
様

に
開
催
し
て
き
て
い
る
。
集
客

状
況
は
既
に
開
催
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に

タイムマシンは60年
前、山中グラウンド
の開校式に1450人
の生徒。次なるミッ
ションは2030年統合
小学校グラウンド

小
学
校
統
合
推
進
室
の
設
置
は

町
長
―
集
中
し
て
す
す
め
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
必
要

戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

質
問　

温
泉
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
が
必
要
と
思
う
が
、
住

民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

は
。

観
光
商
工
課
長  

昨
年
の
参
加

者
か
ら
は
住
民
と
の
触
れ
合
い

が
非
常
に
よ
か
っ
た
と
い
う
感

想
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
。
今
の
と
こ

ろ
、
山
ノ
内
中
学
校
の
生
徒
が

数
人
、
ま
た
、
立
志
館
の
生
徒

が
30
人
ほ
ど
、
当
日
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
こ
に
配
置
を
す
る
か

を
今
、
練
り
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、
は
や
そ
ば
、
イ
ワ
ナ
の
塩

焼
き
、
リ
ン
ゴ
の
も
ぎ
取
り
等

で
地
域
の
住
民
の
協
力
も
予
定

し
て
い
る
。

山ノ内中学校全景　統合から60年が経過

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長
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じ

白鳥金次のつぶやき

観
光
商
工
課
長



一般質問
 

町
の
財
政
状
況
は

質
問　

近
隣
町
村
お
よ
び
類
似

町
村
に
比
べ
、
町
の
財
政
状
況

は
い
か
が
か
。

町
長　

財
政
力
指
数
に
つ
い
て
、

令
和
3
年
度
決
算
で
は
長
野
県

内
77
市
町
村
中
33
番
目
で
あ
る
。

こ
の
指
数
と
経
常
収
支
比
率
を

他
の
町
村
と
比
べ
る
と
、
良
い

ほ
う
と
う
言
え
る
（
図
参
照
）。

質
問　

令
和
4
年
度
決
算
を
評

価
す
る
と
１
０
０
点
満
点
と
し

て
何
点
付
け
ら
れ
る
か
。

町
長　

点
数
を
付
け
る
の
は
な

か
な
か
難
し
い
が
、
竹
節
前
町

長
の
健
全
経
営
を
評
価
し
て
80

点
以
上
は
つ
け
て
も
よ
い
と
思

う
。

質
問　

一
般
会
計
全
体
に
対
し

て
自
主
財
源
の
比
率
、
金
額
は
。

総
務
課
長　

令
和
4
年
度
の
歳

入
の
決
算
ベ
ー
ス
で
、
全
体
で

84
億
４
４
０
０
万
円
、
自
主
財

源
は
22
億
８
９
３
８
万
円
で
、

27
・
１
％
。

質
問　

第
6
次
総
合
計
画
で
も

『
自
主
財
源
の
確
保
』
と
い
う

文
言
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
人
口

減
少
の
中
で
自
主
財
源
を
し
っ

か
り
確
保
す
る
方
策
は
。

町
長　

手
っ
取
り
早
い
方
法
と

し
て
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

を
考
え
た
い
。
そ
れ
以
外
の
自

主
財
源
を
新
た
に
つ
く
ろ
う
と

思
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
。

大
型
施
設
の
建
設
、
運
用
に
つ

い
て
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
か
Ｐ
Ｆ
Ｉ

と
か
官
民
連
携
の
取
り
組
み
が

す
す
ん
で
い
る
。
民
間
企
業
と

自
治
体
が
組
む
こ
と
に
よ
っ
て

町
民
サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か
り
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
手
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

町
長
の
公
約
に
も
あ
る

が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
も
財
源
確
保
と
し
て

重
要
。
将
来
人
口
を
ど
の
く
ら

い
に
持
っ
て
い
き
た
い
か
。

町
長　

２
０
３
０
年
で
も
１
万

１
０
０
０
人
を
維
持
し
た
い
。

若
い
人
が
賃
貸
で
住
め
る
物
件

が
な
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
、

官
民
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問　

新
た
な
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
、
優
先
順
位
を
含
め
構

想
は
。

町
長　

重
要
度
の
高
い
優
先
順

位
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
小
学

校
を
ど
う
す
る
か
だ
。
町
民
サ

ー
ビ
ス
と
い
う
点
で
は
、
体
育

館
や
プ
ー
ル
。
観
光
面
で
は
観

光
案
内
所
機
能
の
あ
る
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
。
廃
屋
ば
か
り
目

に
つ
く
湯
田
中
駅
周
辺
の
開
発

も
重
要
。
ほ
ぼ
す
べ
て
同
一
に

す
す
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。

 

湯
田
中
駅
前
の
コ
イ
ン 

 

ロ
ッ
カ
ー
設
置
は

質
問　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
こ

れ
か
ら
増
え
て
く
る
と
予
想
さ

れ
る
な
か
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の

入
る
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

荷
物
を
預
か
る
施
設
、

場
所
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
新
た
に
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
を
増
設
す
る
こ
と
を
調

整
し
て
い
る
。

町長が考えている町の財政状況好転とは

議員となり早4か月
が過ぎ、果たして自
分に何ができるのか。
自問自答の日々です

質
問

質
問

町長―ふるさと納税額を 10億円に増やしたい

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

※
１

※1　財政力指数：地方公共団
体の財政力を示すものであり、
1 に近いほど財政力が高い。 
※2　経常収支比率： 財政構造
の弾力性を測定する指標。低い
ほど弾力性があり、政策的に使
えるお金が多くある。
※3　ＰＰＰ：公共施設の建設、
維持管理、運営等を行政と民間
が連携して行うことで、民間の
創意工夫や財政資金の効率化
などの効果がある。（Public　
Private Partnership の略）
※ 4　ＰＦＩ：公共施設の建
設、維持管理、運営等に民間の
資金、経営能力及び技術的能力
を活用することにより、同一水
準のサービスをより安く、また
は同一価格でより上質のサービ
スを提供する手法。（Private　
Finance 　Initiative の略）

39 令和5年10月 議会だより第136号
小田孝志のつぶやき

小
お だ

田 孝
た か し

志

令和３年度決算より
  ※ 1

財政力指数
  ※ 2

経常収支比率

山ノ内町 0.4 79.2(%)

中野市 0.53 85.8

小布施町 0.42 80.6

野沢温泉 0.19 81.6

白馬村 0.44 74.3

ニセコ町 0.31 83.7

俱知安町 0.62 81.3

類似団体 0.3 85.5

全国平均 ー 88.9

長野県市町村平均 0.39 82.9

今回の質問に対する答弁より

総
務
課
長

※
２

※
３

※
４



決算審査

一
般
会
計

 

反
対
討
論　渡

辺　

正
男

　
当
初
見
込
ん
だ
減
債
基
金
か
ら

の
１
億
円
と
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
３
億
９
４
６
７
万
円
繰
り
入
れ

は
と
も
に
皆
減
と
な
り
、
逆
に
５

５
０
０
万
円
の
積
み
立
て
に
な
っ

た
。
２
つ
の
基
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
４
億
５
９
０
０
万
円
も
増
え
て

「
コ
ロ
ナ
太
り
」
と
も
言
え
る
状

況
。
町
民
の
暮
ら
し
・
生
業
を
支

え
、
守
る
た
め
の
町
独
自
の
支
援

策
は
充
分
だ
っ
た
の
か
、
疑
問
が

残
る
。
統
合
小
学
校
整
備
計
画
案

は
、
年
度
末
に
向
け
て
結
論
を
急

い
だ
と
い
う
拙
速
感
が
否
め
な
い
。

 

賛
成
討
論　小

田　

孝
志

　
３
年
連
続
で
80
億
を
超
え
る
大

型
決
算
と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

は
よ
り
多
く
の
資
金
を
工
面
し
、

子
育
て
は
じ
め
介
護
、
医
療
そ
し

て
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
提
供

と
い
う
こ
と
で
あ
り
評
価
で
き
る
。

　
収
納
率
は
、
全
体
で
は
2.5
％
増

の
84
・
8
％
と
微
増
で
は
あ
る
が

前
年
度
よ
り
上
回
っ
た
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、
燃
料
高
騰

に
伴
う
光
熱
費
の
増
な
ど
に
よ
り

83
・
6
％
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
4.4
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
が
、
近

隣
や
類
似
町
村
に
比
べ
決
し
て
見

劣
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
ほ
か
６
会
計
の
決

算
は
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
12
人
の

委
員
に
よ
る
予
算
決
算
審
査
委
員
会
（
委
員

長
＝
白
鳥
金
次
、副
委
員
長
＝
湯
本
る
り
子
）

に
付
託
さ
れ
、
９
月
8
日
～
９
月
13
日
（
土

日
を
除
く
）
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
町
側
の

説
明
お
よ
び
資
料
の
提
出
を
求
め
、
慎
重
に

審
査
し
部
会
意
見
を
付
し
ま
し
た
。
本
会
議

で
の
採
決
結
果
は
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保

険
・
介
護
保
険
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
（
賛

成
10
反
対
2
）、
そ
の
他
4
会
計
は
全
会
一

致
で
認
定
し
ま
し
た
（
決
算
の
概
要
は
、
広

報
や
ま
の
う
ち
９
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

７
会
計
決
算
を
認
定

第
１
部
会　

一
般
会
計

第
１
部
会　

一
般
会
計

《
総
務
費
》

◉
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
実
証
実
験
結
果
を

反
映
し
た
利
用
者
主
体
の
本
格
運
用
に

つ
な
げ
る
こ
と
。

◉
ふ
る
さ
と
納
税
は
返
礼
品
（
農
産
物
）

の
拡
充
を
は
か
り
、
目
標
達
成
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
。

《
農
林
水
産
業
費
》

◉
林
道
お
よ
び
里
山
維
持
は
森
林
環
境
譲

与
税
を
充
当
し
森
林
整
備
に
つ
と
め
る

こ
と
。

《
商
工
費
》

◉
観
光
局
の
設
立
に
は
、
関
連
団
体
と
の

調
整
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

◉
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
施
策
の
推
進
に

は
、
住
民
へ
の
啓
発
な
ど
を
含
め
た
関

連
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
。

《
土
木
費
》

◉
危
険
な
空
家
の
解
消
と
と
も
に
、
増
や

さ
な
い
対
策
に
つ
と
め
る
こ
と
。

◉
湯
田
中
温
泉
公
園
整
備
は
、
賑
わ
い
の

あ
る
街
並
み
づ
く
り
と
一
体
的
に
す
す

め
る
こ
と
。

公
営
企
業
会
計

公
営
企
業
会
計

《
水
道
事
業
》

◉
安
定
供
給
に
向
け
、
水
源
お
よ
び
施
設

の
整
備
に
は
万
全
を
期
す
こ
と
。

第第
22
部
会　

一
般
会
計

部
会　

一
般
会
計

《
危
機
管
理
費
》

◉
地
区
防
災
計
画
は
全
地
区
で
策
定
さ
れ

る
よ
う
支
援
に
つ
と
め
る
こ
と
。

部
会
意
見

単年度収支は6743万円の黒字単年度収支は6743万円の黒字

令和４年度一般会計決算令和４年度一般会計決算

《
民
生
費
》

○
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
に
関
し
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
組
織
体

制
を
検
討
す
る
こ
と
。

《
衛
生
費
》

○
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ

き
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
事
務

事
業
編
・
地
区
施
策
編
）
を
策
定
し
、

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
こ
と
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
は
補

助
を
検
討
す
る
こ
と
。

《
消
防
費
》

○
消
防
施
設
（
水
利
・
警
鐘
楼
）
の
整
備

は
、
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

《
教
育
費
》

◉
小
学
校
統
合
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
つ

と
め
る
こ
と
。

◉
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
拠

点
と
な
る
体
育
施
設
の
検
討
を
お
こ
な

う
こ
と
。

◉
給
食
費
の
公
会
計
化
お
よ
び
無
償
化
の

検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
。

特
別
会
計

特
別
会
計

《
国
民
健
康
保
険
》

◉
算
定
方
式
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
急
激

な
保
険
税
負
担
の
変
化
を
緩
和
す
る
よ

う
検
討
す
る
こ
と
。

《
介
護
保
険
特
別
会
計
》

◉
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
・
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交

付
金
に
係
る
評
価
指
標
の
総
合
得
点
が

向
上
す
る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
。

歳入84億4487万円、歳出80億4517万円歳入84億4487万円、歳出80億4517万円
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決算審査
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
変
異
を
繰
り
返
し
夏
に
は
、

感
染
力
の
強
い
「
Ｂ
Ａ
・
5
」
が

猛
威
を
振
る
っ
た
。
令
和
４
年
７

月
14
日
に
は
感
染
者
の
累
計
が
全

国
で
１
０
０
０
万
人
を
突
破
し
、

同
23
日
に
１
日
の
感
染
者
が
20
万

人
を
超
え
た
。

　

一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

す
す
ん
だ
こ
と
で
重
症
化
リ
ス

ク
や
致
死
率
は
大
き
く

低
下
し
た
。
政
府
は
９

月
、
全
て
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
者
の
「
全
数
把

握
」
を
見
直
し
た
。
10

月
に
は
全
国
旅
行
支
援

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

水
際
対
策
も
大
幅
に
緩

和
さ
れ
、
町
内
に
明
る

い
兆
し
が
見
え
始
め
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
は
、
終
結
が
見
え

ず
、
原
油
価
格
、
穀
物

価
格
や
肥
料
価
格
、
農

薬
価
格
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
物
価
上
昇
が
始

ま
り
、
農
業
は
も
と
よ
り
全
産
業

は
厳
し
い
経
営
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
竣
工
予
定
の

新
東
部
浄
水
場
建
設
工
事
が
、
コ

ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り

半
導
体
が
納
品
で
き
ず
、
令
和
5

年
度
へ
と
大
幅
な
工
期
延
長
と

な
っ
た
。
世
界
の
情
勢
が
、
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に

今
後
も
注
視
し
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

４
年
度
一
般
会
計
決
算
規
模
は
、

歳
入
84
億
４
４
８
７
万
円
（
対
前

年
度
比
0.9
％
減
）、
歳
出
80
億
４

５
１
７
万
円
（
対
前
年
度
比
1.8
％

減
）
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
で
は

3
億
７
７
３
５
万
円
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
実
質
収
支
額
を

差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
６
７

４
３
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

（
歳
　
入
）

　

町
税
が
前
年
度
の
固
定
資
産
税

軽
減
が
通
常
に
戻
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、16
億
７
０
４
４
万
円（
対

前
年
度
比
17
・
0
％
増
）、
町
債

は
新
東
部
浄
水
場
建
設
に
伴
う
出

資
債
や
社
会
体
育
館
解
体
事
業
な

ど
で
8
億
９
０
５
６
万
円
（
対
前

年
度
比
31
・
2
％
増
）
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
地
方
特
例
交
付
金
は
、

固
定
資
産
税
軽
減
に
伴
う
減
収
補

填
が
な
く
な
っ
た
た
め
3
億
６
５

５
万
円
減
、
国
庫
支
出
金
は
子
育

て
世
帯
等
臨
時
特
別
交
付
金
事
業

が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

3
億
１
２
５
５
万
円
減
と
な
っ
た
。

（
歳
　
出
）

　

商
工
費
が
宿
泊
促
進
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
１
億
４

２
９
９
万
円
減
、
教
育
費
が
す
が

か
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
整
備
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

２
億
４
３
８
３
万
円
減
、
ま
た
、

災
害
復
旧
費
で
は
、
令
和
元
年
台

風
19
号
災
害
復
旧
事
業
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
９
２
４
７
万
円
減
と

な
っ
た
。

（
ま
と
め
）

　

健
全
な
町
の
運
営
に
お
い
て
は
、

自
主
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
幹
産
業

で
あ
る
観
光
と
農
業
の
活
性
化
が

重
要
課
題
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を

脱
す
る
こ
の
と
き
こ
そ
、
こ
の
課

題
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
協
働
し
、

立
ち
向
か
っ
て
い
く
と
き
で
あ
る
。

第
６
次
山
ノ
内
町
総
合
計
画
で
は
、

「
未
来
に
羽
ば
た
く　

夢
と
希
望

の
あ
る　

健
康
な
郷ま

ち土
」
を
将
来

像
に
掲
げ
て
い
る
。
町
当
局
は
目

的
地
へ
の
羅
針
盤
を
し
っ
か
り
と

定
め
、
す
す
ん
で
い
く
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

総

括

意

見

介
護
保
険
特
別
会
計

 

反
対
討
論　渡

辺　

正
男

　
４
年
度
は
、
第
8
期
介
護
保
険

計
画
の
２
年
目
。
保
険
給
付
費
は

８
３
０
８
万
円
下
回
っ
た
。
被
保

険
者
数
が
２
年
度
４
８
８
１
人
か

ら
４
年
度
は
４
７
７
１
人
へ
と
減

少
し
始
め
、
要
介
護
認
定
者
数
が

約
９
０
０
人
で
ほ
ぼ
変
化
な
く
推

移
し
て
い
く
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

今
後
大
き
く
保
険
給
付
費
が
増
え

る
こ
と
は
考
え
づ
ら
い
。
基
金
と

繰
越
金
は
被
保
険
者
１
人
約
5
万

３
０
０
０
円
に
も
な
る
。
こ
れ
は
、

速
や
か
に
介
護
保
険
料
の
大
幅
な

負
担
軽
減
に
充
て
る
べ
き
。

 

反
対
討
論　渡

辺　

正
男

　
保
険
給
付
費
は
、
当
初
の
11
億

４
９
５
２
万
円
に
対
し
て
決
算
は

9
億
３
０
８
０
万
円
と
２
億
円
以

上
も
下
回
っ
た
。
保
険
税
算
定
に

お
け
る
県
へ
の
納
付
金
仮
算
定
額

２
％
上
乗
せ
を
見
直
し
た
こ
と
は

評
価
す
る
。
均
等
割
に
つ
い
て
は
、

国
の
制
度
と
し
て
、
未
就
学
児
の

み
半
額
軽
減
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

均
等
割
は
他
の
医
療
保
険
に
は
な

い
、
子
育
て
支
援
に
も
逆
行
す
る

不
平
等
な
制
度
。
町
独
自
で
も
子

ど
も
均
等
割
の
負
担
軽
減
に
取
り

組
む
べ
き
。

予
算
決
算
審
査
委
員
会
　
委
員
長

白
鳥
金
次
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

令
和
４
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

  
総
括
意
見
（
抜
粋
）

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
令
和

４
年
10
月
開
始
の
全
国
旅
行
支
援

に
よ
る
旅
行
需
要
の
回
復
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
解
禁
に
伴
う
外
国
人
旅

行
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
明
る

い
兆
し
も
見
え
始
め
て
い
る
。
一

方
、
既
に
宿
泊
業
な
ど
で
は
人
手

不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
人
材

不
足
解
消
の
有
効
施
策
を
官
・
民

一
体
と
な
っ
て
早
急
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化
、
深
刻

化
は
、
世
界
経
済
へ
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
原
油
や
原
材
料
価
格
、

流
通
コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

わ
が
町
に
お
け
る
も
う
一
方
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
お
い

て
も
、
資
材
の
供
給
不
足
や
価
格

の
高
止
ま
り
な
ど
の
影
響
で
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
は
、
新
東
部
浄
水

場
建
設
事
業
に
係
る
水
道
会
計
事

業
へ
の
補
助
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
と
す
る
感

染
症
対
策
関
連
事
業
、
社
会
体
育

館
解
体
事
業
な
ど
に
よ
り
、
一
般

会
計
は
３
年
連
続
80
億
円
を
超
え

る
大
型
決
算
と
な
っ
た
。

　
第
６
次
山
ノ
内
町
総
合
計
画
の

将
来
像
に
掲
げ
る
「
未
来
に
羽
ば

た
く　
夢
と
希
望
の
あ
る　
健
康

な
郷ま
ち土
」
の
実
現
に
向
け
、
時
代

の
潮
流
に
敏
感
に
対
応
し
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
施
策

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
、
重
点

施
策
や
緊
急
課
題
へ
の
対
応
と
合

わ
せ
、
事
業
に
お
け
る
コ
ス
ト
意

識
を
十
分
に
徹
底
し
、
基
本
目
標

達
成
の
た
め
の
一
層
の
取
り
組
み

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

個
別
意
見

１ 　
役
場
体
制
の
見
直
し
を
継
続

し
、
計
画
的
な
職
員
の
採
用

や
、
専
門
職
及
び
社
会
人
枠
の

積
極
的
な
採
用
、
５
年
度
か
ら

導
入
と
な
る
定
年
引
上
げ
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
、
適
切
な
人

事
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま

た
、
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り

組
み
を
引
き
続
き
推
進
さ
れ
た

い
。

２ 　
第
７
次
行
政
改
革
大
綱
を
踏

ま
え
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
や
重
点
施
策
に
対
し
、
限
ら

れ
た
人
材
で
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
を
研
究
し
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
積
極
的
に
推
進

さ
れ
た
い
。

３ 　
行
政
手
続
き
を
は
じ
め
と
し

た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効

活
用
な
ど
も
踏
ま
え
、
各
課
で

十
分
連
携
し
な
が
ら
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効

率
化
を
図
ら
れ
た
い
。

４ 　
基
金
等
は
安
全
か
つ
適
正
な

運
用
に
努
め
、
長
期
運
用
に
あ

っ
て
は
地
球
温
暖
化
対
策
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
環
境

分
野
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
債
」
の

購
入
を
引
き
続
き
検
討
さ
れ
た

い
。

５ 　
税
・
料
金
等
の
収
納
率
向
上

の
た
め
、
関
係
課
が
一
層
連
携

し
な
が
ら
対
応
す
る
ほ
か
、
滞

納
整
理
機
構
へ
の
移
管
や
地
方

税
法
の
町
県
民
税
徴
収
に
お
け

る
特
例
制
度
の
活
用
な
ど
、
よ

り
徹
底
し
た
滞
納
処
分
と
、
不

納
欠
損
を
行
わ
れ
た
い
。
ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
利
用
促
進
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
一
層

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら
れ
た
い
。

６ 　
観
光
局
の
立
ち
上
げ
に
あ
っ

て
は
、
町
が
関
与
で
き
る
組
織

体
制
と
な
る
よ
う
進
め
ら
れ
た

い
。

７ 　
ブ
ラ
ン
ド
農
業
生
産
振
興
対

策
に
つ
い
て
、
供
給
量
や
品
質

の
安
定
、
生
産
量
の
拡
大
を
目

指
し
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

８ 　
空
き
家
対
策
及
び
移
住
定
住

対
策
に
つ
い
て
、
各
課
で
連
携

し
横
断
的
な
取
り
組
み
を
進
め

ら
れ
た
い
。

９ 　
移
住
・
定
住
の
推
進
に
向
け
、

希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
、
田
舎

暮
ら
し
の
魅
力
発
信
、
移
住
後

の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
ら
に
推
進
さ

れ
た
い
。

10 　
結
婚
支
援
事
業
の
充
実
に
向

け
、
他
の
自
治
体
の
優
良
事
例

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
移
住
交

流
推
進
室
と
も
連
携
し
事
業
の

一
層
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

11 　
人
口
増
に
向
け
、
子
供
へ
の

サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
育
児

に
お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
、

心
身
の
不
安
や
負
担
の
軽
減
な

ど
、
出
産
や
育
児
に
対
す
る
支

援
を
一
層
充
実
し
、
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
い
。

12 　
災
害
を
は
じ
め
様
々
な
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
、
住
民
に
対

す
る
啓
発
・
指
導
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
ら
れ

た
い
。
ま
た
、
す
ぐ
メ
ー
ル
登

録
件
数
の
増
加
対
策
を
検
討
さ

れ
た
い
。

13 　
消
防
団
の
再
編
に
対
し
、
き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き
団
員
の
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

14 　
小
学
校
の
統
合
に
向
け
て
は
、

３
月
に
作
成
さ
れ
た
整
備
計
画

案
を
町
民
に
丁
寧
に
説
明
し
、

十
分
議
論
の
う
え
、
実
現
に
向

け
取
り
組
ま
れ
た
い
。

15 　
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
に
あ
っ
て
は
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
地
域

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
ク
ラ
ブ
創
設

を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

令
和
４
年
度
公
営
企
業
会
計

 

水
道
事
業

 

審
査
意
見

ア　
新
東
部
浄
水
場
の
竣
工
後
は
、

水
道
水
の
安
定
供
給
に
向
け
万

全
を
期
さ
れ
た
い
。

イ　
収
納
率
向
上
の
た
め
、
引
き

続
き
徹
底
し
た
取
り
組
み
を
さ

れ
た
い
。

ウ　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
引

き
続
き
計
画
的
な
施
設
更
新
を

さ
れ
た
い
。

エ　
水
源
地
の
維
持
管
理
作
業
等

に
お
い
て
は
、
よ
り
安
全
で
効

率
的
な
方
法
を
引
き
続
き
検
討

さ
れ
た
い
。

 

公
共
下
水
道
事
業 

 

お
よ
び
農
業
集
落 

 

排
水
事
業

 

審
査
意
見

ア　
収
納
率
向
上
の
た
め
、
引
き

続
き
徹
底
し
た
取
り
組
み
を
さ

社会体育館解体跡地社会体育館解体跡地

れ
た
い
。

イ　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

よ
り
、
施
設
や
管
渠
に
つ
い
て

計
画
的
な
更
新
を
進
め
ら
れ
た

い
。

新東部浄水場新東部浄水場

監査委員審査意見
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令
和
３
年
度
決
算
・
４
年
度
予
算
の
審
査
意
見
に
対
し
町
が
ど
う

　

令
和
３
年
度
決
算
・
４
年
度
予
算
の
審
査
意
見
に
対
し
町
が
ど
う

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
を
、
令
和
４
年
度
決
算
審
査
に
お
い
て
現
況

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
を
、
令
和
４
年
度
決
算
審
査
に
お
い
て
現
況

報
告
の
あ
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

報
告
の
あ
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

① 令和6年度設立に向け、令和４年 4
月に設立準備委員会を立ち上げました。

　 委員には、体育協会・スポーツ推進委
員会・スポーツ少年団・中学校校長等、
10 人の他、県教育委員会３人がオブ
ザーバーとして参加、8 月と 1 月を
除き、毎月 1 回準備委員会を開催。

② 子どもから高齢者まで、スポーツを愛
好する人々がそれぞれの志向・レベル
に合わせて参加できる、地域住民によ
り自主的に運営されるスポーツクラブ
を目指します。

③ スポーツくじ助成金を活用しながら、
地域おこし協力隊を中心に、キッズス
ポーツ教室（サッカー・ダンス・バレ
ーボール・空手・ソフトボール　5
教室：会員数約 60 人）を開催。今後、
大人・高齢者向けの教室も展開してい
きます。

○ 総合型地域スポーツクラブの設立に向けては、町民の理解を得て、
慎重にすすめること（令和３年度決算）。

○ 総合型地域スポーツクラブ設立に向けては、課題を明確にしてす
すめること（令和４年度予算）。

○ 小学校の統合については、調査結果を踏まえて、ロードマップを
明確にすること（令和３年度決算）。

○ 統合小学校建設に向けた調査には万全を期すこと（令和４年度
予算）。

追
跡
！

追
跡
！
審
査
意
見
そ
の
後

① 計画地である中学校敷地
の一部を測量調査（ドロ
ーン・図根点測量）を実
施しました。

② 町立小学校の統合を円滑
に行うために必要な事項
を検討および調整を図る
ことを目的に小中学校、
保育園の保護者代表、小
中学校教職員、地域の住
民代表、学識経験者で組
織する町立小学校統合準
備委員会を令和 4 年 12
月に設置し、令和 5 年
3 月までに 5 回の委員
会を開催し整備計画案を
取りまとめました。

塚原直貴講師による「走りかた教室」塚原直貴講師による「走りかた教室」
（９月10日　やまびこ広場）（９月10日　やまびこ広場）

追跡！審査意見その後

第６回小学校統合準備委員会（7月21日　町文化センター）



議会全員協議会

請願・陳情請願・陳情皆さんからの皆さんからの
受理番号 件　　　名 陳　情　者 採決結果

陳情第6号 「健康保険証」の存続に関する意見書の
提出を求める陳情書 長野県保険医協会　会長　宮沢 裕夫 継続審査

第９回（７月28日）
（１）議会側からの提出案件
　①夏まつりについて
　②議会報告会について
　③スマホアプリのボイスレコーダーについて
　④討論の内容および制限時間について
　⑤教育委員会との懇談会について

第10回（８月30日）
（１）議会側からの提出案件
　①教育環境について
　　ア　統合小学校の対応について
　　イ 　メディアリテラシー（インターネットを含む）

の対応について
　　ウ　ユネスコスクール（ESD）の取り組みについて

第11回（９月１日）
（１）執行機関側からの提出案件
　①丸池油漏えい事故について
　② ４年度決算に係る財政健全化判断比率及び資金不

足比率の報告について

　③ 5年度コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金の使途について

（２）議会側からの提出案件
　① 5年度県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会総会

の議題提出について

第12回（９月22日）
（１）執行機関側からの提出案件
　①5年度竜王地区賃貸借契約の一部変更について
　②第７次行政改革大綱実施計画（5年度版）について

（２）議会側からの提出案件
　①議長諮問について
　②議会報告会について
　③議会での発言・質疑などについて
　④その他
　　ア　岳南消防本部からの説明日程について
　　イ　２か月先スケジュールについて

第13回（10月４日）
（１）執行機関側からの提出案件
　①岳南広域消防本部及び中野庁舎について

陳情・全員協議会
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　本年度の議会報告会は、誌上ではなく４年ぶり
に１月中旬から２月上旬にかけて、地元の5会場
で開催することが決定しました。詳しい情報はの
ちほど広報などでお知らせしますので、よろしく
お願いします

第17回議会報告会の
お知らせ

第13回議会報告会の様子

　10 月 5 日、福島県只見町議会の議会運営委員
5人と事務局１人が管外視察に来庁され、議会改
革を推進するため、当町議運委員6人と意見交換
をしました。平澤町長と白鳥副議長から歓迎のあ
いさつがあり、只見町齋藤議運委員長からも「闊
達な意見交換ができることはありがたい。」と視察
受け入れ感謝のあいさつがありました。

視察受け入れ



編

集

後

記

　
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か

か
っ
た
管
外
視
察
も
、
社
会
文

教
常
任
委
員
会
が
10
月
10
日
・

11
日
に
実
施
、
総
務
産
業
常
任

委
員
会
は
31
日
・
11
月
１
日
に

実
施
予
定
で
す
。
町
も
米
国
ベ

イ
ル
町
を
訪
問
し
て
交
流
を
再

開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
視
察
や
活
動
を
通

し
て
通
常
を
取
り
戻
そ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
ど
う
解
釈
し

て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
先
日
「
い
か
り
」
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
を

み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
い
か

り
」
は
「
は
ず
」
か
ら
生
ず
る

と
し
て
い
ま
し
た
。「
あ
る
は

ず
」「
す
る
は
ず
」「
思
う
は

ず
」
…
世
の
中
に
は
人
の
数
だ

け
「
は
ず
」
が
存
在
し
ま
す
。

　
「
い
か
り
」
は
理
解
に
よ
る

「
理
性
」
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ

る
の
だ
そ
う
で
す
。
理
解
す
る

も
の
、
理
解
し
て
ほ
し
い
と
望

む
も
の
双
方
の
努
力
が
不
可
欠

で
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
も
議
会
の

活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
更
な
る
努
力
を
し
て
い
か

ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
山
本
岩
雄
）

みんなのひろば
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高
社
山
と
犬
首
山
の
間
の
「
唐と

う

箕み

通ど
う

し
」
か
ら
「
山や

ま

背せ

」
と
呼
ば

れ
る
冷
た
い
風
の
吹
く
前
坂
原
。

大
根
の
播
種
は
、
暑
い
時
期
を
避

け
、
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
行
う
の

が
一
般
的
で
す
が
、
前
坂
原
で
は
、

8
月
中
旬
に
は
可
能
で
す
。
冷
涼

な
気
候
と
日
当
た
り
の
良
い
南
向

き
斜
面
、
そ
し
て
、
火
山
灰
土
壌

で
石
も
な
い
な
ど
の
好
条
件
が
、

品
質
の
高
い
大
根
を
育
み
ま
す
。

　
「
夜
間
瀬
村
々
誌
」
の
大
正
6

年
の
調
べ
で
は
、
大
根
の
生
産
量

６
１
４
０
駄
（
約
８
３
０
ｔ
）
。

そ
の
約
半
分
は
平
穏
村
へ
売
却
と

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

 

前
坂
大
根
の
誕
生

　
そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初

め
こ
ろ
、
江
戸
野
菜
で
あ
る
「
練

馬
大
根
」
と
地
大
根
と
の
交
配
に

よ
っ
て
前
坂
大
根
が
誕
生
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
坂
大
根
は
、
主
に
長
期
貯
蔵

用
の
た
く
あ
ん
漬
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
が
、
お
ろ
し
て
ソ
バ
の
薬

味
な
ど
に
も
良
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
根
長
25
～
30
㎝
と
細
長
く
、

根
重
は
３
０
０
～
３
５
０
ｇ
。
や

や
下
膨
れ
し
、
緻
密
で
硬
い
肉
質
。

辛
み
が
と
て
も
強
く
、
水
分
が
少

な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
が
栽
培

の
最
盛
期
で
、
温
泉
街
の
旅
館
に

盛
ん
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
民
の
食
生
活
の
変

化
に
よ
る
漬
物
離
れ
が
進
行
し
、

地
域
に
果
樹
栽
培
が
導
入
さ
れ
、

次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
中
で
、

前
坂
大
根
の
栽
培
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
ま
す
。

 

種
の
保
存
に
取
り
組
む 

「
前
坂
大
根
の
会
」

　
危
機
感
を
抱
い
た
地
元
農
家
の

有
志
た
ち
は
、
２
０
０
４
年
、
前

坂
大
根
を
守
り
継
承
す
る
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
栽
培

希
望
者
を
募
り
、
学
習
会
や
種

の
選
抜
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
、

２
０
０
７
年
に
は
信
州
の
伝
統
野

菜
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
２
０
０
９
年
、
「
前
坂
大

根
の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、会
員
と
協
力
員
15
人

ほ
ど
で
、共
同
圃
場（
約
10ａ
）で
の

栽
培
管
理
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
は
、
町
立
西
小
学

校
３
・
４
年
生
と
「
伝
統
野
菜
継

承
教
育
授
業
」
（
県
の
事
業
）
と

し
て
、
学
校
栽
培
支
援
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
種
を
ま
く
と
こ
ろ
か
ら
、
間
引

き
、
収
穫
、
さ
ら
に
漬
物
に
す
る

と
こ
ろ
ま
で
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
宮
津
好
男
さ
ん
は
「
前

坂
大
根
の
維
持
・
継
承
の
活
動
は
、

会
員
の
減
少
や
高
齢
化
で
今
後
の

取
り
組
み
に
は
不
安
が
あ
る
。
県

の
原
種
セ
ン
タ
ー
で
種
の
保
存
に

協
力
い
た
だ
い
て
は
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
大
勢
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
後
世

に
し
っ
か
り
と
繋
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
信
州
の
伝
統
野
菜
に
認
定

さ
れ
て
い
る
前
坂
大
根
の
栽
培
、
消
費

拡
大
、
種
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る

夜
間
瀬
前
坂
地
区
の「
前
坂
大
根
の
会
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

会
長
の
宮
津
好
男
さ
ん
、
会
員
の
小

坂
の
り
子
さ
ん
に
取
材
、
資
料
提
供
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
坂
大
根
の
会

大
根
栽
培
の
適
地

               

前ま
え
ざ
か
っ
ぱ
ら

坂
原

特徴的な形状の前坂大根特徴的な形状の前坂大根

西小児童と一緒に種まき（伝統野菜継承教育授業）西小児童と一緒に種まき（伝統野菜継承教育授業）

「おいしい信
州ふーど」図
鑑　前坂大根
のページ

信
州
の
伝
統
野
菜

前
坂
大
根

前
坂
大
根      

後
世
に
伝
承
を

後
世
に
伝
承
を


